
大雨・高潮などのとき素早く避難できるよう、対応を行います（防災体制の責任者：〇〇〇） 
  

 情報収集・避難準備を行う（注意体制・警戒体制） 

 大雨注意報・高潮注意報が発表されたとき 

・情報収集を行います。（担当：情報収集の担当者名を記載してください） 
  

 大雨洪水警報・高潮警報が発表されたとき 

・情報収集を行います。（担当：情報収集の担当者名を記載してください） 

・危険な状況が予想される時には次の対応を行います。 
 （実施する内容に☑） 

 ☐利用者へ今後避難が予想されることを知らせます。 

 ☐地域の方へ避難の際の協力をお願いします。（   さん） 

 ☐利用者の家族などへ連絡します。 

 ☐避難経路・誘導方法を確認します。 

 ☐避難の際に利用する持出用具を準備します。 

 ☐↑これらに当てはまらない活動内容はここに記載 

 避難を行う（非常体制） 

 ・避難準備・高齢者等避難開始が発令されたとき 

・避難勧告 避難指示が発令されたとき 

・大雨特別警報・高潮特別警報が発表されたとき 

・建物が浸水したとき 

・避難場所 

 建物の中で避難する場合：「屋内安全確保」の場所を記入 

建物の外に避難する場合：「避難場所」を記入 

職員間の情報共有方法 

会議・掲示板（場所：   ）・メーリングリスト・館内放送 

その他（その他の方法で情報共有する場合の方法を記入  ） 

緊急時の連絡先 

名称 電話番号 

（施設のある区）区役所   （電話番号） 

（施設のある区）消防署   （電話番号） 

  

  

  

※利用者家族の連絡先 （利用者家族の連絡先の保管場所を記載）を確認 

避難経路              〇ページ 

  避難誘導の方法           〇ページ 

  持出用具の保管場所  （持出用具の保管場所を記載） 

情報収集担当者名を記載してください。 

新 １２Ｐ「情報収集伝達要員」 

旧  ３Ｐ「情報収集伝達要員」 

浸水想定区域内施設用 

大雨洪水警報発表時の活動内容にチェック

を入れてください。 

この表に当てはまらない活動を行う場合に

は一番下の行に記載してください。 

新 ４Ｐ「警戒体制」の「活動内容」 

旧 ２Ｐ「警戒体制」の「活動内容」 

職員間の情報共有方法に〇をつけてください。 

掲示板の場合は掲示板を設置する場所、その他の方法で情報共有

する場合にはその方法を記載してください。 

新 ５Ｐ ５（２）「情報伝達」 

旧 記載なし（職員間の情報共有方法を記載） 

避難場所・屋内安全確保の場所を記入してください。 

新 ６Ｐ ６（３）「避難誘導」 

旧 ４Ｐ ６（１）「避難場所」 

利用者家族の連絡先の保管場所 

避難経路が記載してある避難確保計画のページ（新２～３Ｐ 旧 11Ｐ） 

避難誘導の方法が記載してある避難確保計画のページ（新６Ｐ 旧 ５Ｐ） 

持出用具の保管場所を記載してください。 

外部への緊急連絡先を記載してください。 

（新 11Ｐ、旧 10Ｐ） 

平成 30年１月 14日以前の本市ひな形で避難確保計画を作成した場合には「旧」のページ数 

平成 30年１月 15日以降の本市ひな形（別添２）で避難確保計画を作成した場合には「新」のページ数を参照ください。 

洪水の避難確保計画対象施設は、「大雨注意報」、高潮の避難確保計画対象施設は、「高潮注意報」

が該当です。該当でないものは二重線で消すなどしてください。両方該当の場合もあります。 

洪水の避難確保計画対象施設は、「大雨」、高潮の避難確保計画対象施設は、「高潮」が該当です。

該当でないものは二重線で消すなどしてください。両方該当の場合もあります。 

洪水の避難確保計画対象施設は、「大雨洪水警報」、高潮の避難確保計画対象施設は、「高潮警報」

が該当です。該当でないものは二重線で消すなどしてください。両方該当の場合もあります。 

洪水の避難確保計画対象施設は、「大雨特別警報」、高潮の避難確保計画対象施設は、「高潮特別警報」

が該当です。該当でないものは二重線で消すなどしてください。両方該当の場合もあります。 



定期的に防災訓練を行い、日頃から災害に備えましょう 

（当施設は、大雨などで河川が氾濫したとき・高潮の際に浸水のおそれがある地域内にあります） 
 

避難経路 

・複数の避難経路を設定し、状況に応じて、より安全と考えら

れる経路で避難します。 

（避難確保計画の図を添付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・避難にかかる時間は（避難にかかる想定時間を記載してください）分程度 

避難訓練 

・訓練の年間計画を毎年〇月に策定します。 

・定期的に防災訓練を実施します。 

・避難訓練の実施方法は（訓練予定の概要）により行います。 

・（従業員への防災教育の内容）により、職員の防災意識の啓

発を行います。 

自衛水防組織（設置がある場合のみ記入） 

自衛水防組織の管理権限者：（自衛水防組織の管理権限者名を記載してください） 

自衛水防組織は以下の班で構成します。 

・ 〇〇   班（班長： 〇〇  ） 

・ 〇〇   班（班長： 〇〇  ） 

・ 〇〇   班（班長： 〇〇   

・ 〇〇   班（班長： 〇〇   

施設内の一時避難の際の備蓄品（詳細は〇ページ） 

・飲料水… 〇日分／ 〇人分 

・食料 … 〇日分／ 〇人分 

・ ・その他（〇〇〇〇〇〇） 

避難場所までの避難経路の図を貼ってください。 

新 ３Ｐ 「屋外避難経路図」 

旧 11Ｐ 「避難経路図」 

避難場所までの避難にかかる想定時間を記載してください。 

自衛水防組織を設置している場合に

は統括管理者名・班名・班長名を記入

してください。 

新 14Ｐ  

旧 ９Ｐ 

施設内の一時避難時に利用する備蓄

品を記載してください。 

新 ７Ｐ「施設内の一時避難」  

旧 ５Ｐ「避難誘導」内の水、食料等

一時避難の際の備蓄品を記載してく

ださい。 

・避難訓練の計画に関する事項を記

入します。。 

新 ９Ｐ  

旧 ６Ｐ 

洪水の避難確保計画対象施設は、「大雨などで河川が氾濫したとき」、高潮の避難確保計画対象施設は、

「高潮」が該当です。該当でないものは二重線で消すなどしてください。両方該当の場合もあります。 


